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は　 じ　 め　 に

　横断面で み た水稲胚乳組織は、ほ ぼ 同心円的 な細胞配列 をとり、　一層 の 同心円上 の 細胞 は 同
一

の age
　 　 　 4．7 ）
を有す る 。 こ の よ うな胚乳を用 い た組織化学的研究に お い て 、 それ ら の細胞間に は 明ら か に 多糖類の 合

成 ．集積速度に ちが い の 生ず る こ とが見 い 出 され た 。 そ の ちが い は 、 胚乳組 織内に お い て核体積 と そ の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7 ）
変異幅 が最も大 きい 中間部位 に顕著 で あ っ た。 そ こ で 本実験は こ の よ うな同

一
起源で 、 同

一 a伊 の 細胞

間。生ず。多鞭 。鍼 。集積顱 。 差異 、、 。誤 瀚 裂巍鍮＿
っ 。 原因が あ る 。 で は ない か と考

え 、 両者 の 関係 を明 ら か に す る
一

段階 と し て 、胚乳核 の DNA 含 量 を 測定 し
、 検 討 し た 結果 で あ る 。

材 料 と 方 法

水稲品種 ・愛鱸 、 と ・光私、備 よ り、 先蘇 もとづ き採取 。た騾 を 。 。 ノ ア 氏固皺 で 24 時

間固定後、　70 ％エ タ ノ ール に貯蔵 し実験に供 した。 本実験では開花後 5 日目の 顛果を用い 、 常法 に従

い 15 。 の 縦断 パ ラ 。 ， ン 切片 と謫 出． た 胚 乳噬 ま 。 標鈴 作成 し、 。 オ イ ル ゲ 。 反農 行な 。 た 。

こ の 反 応に よ る 胚乳核 の DNA は 550nm に ピーク をもつ 啄収特性を示し た 。

核 の DNA 含量は オ ， ． ．、ス M − MSP ．TU 型、、 よ ，、 球体麁 用 い て 齪 、 た ． 。 お 、 核 の DN

A 。 全 濃度 （T 。，。1Ab 。。rhance ）は 次謀 よ り算出 した 。

一 号・lt・R … A （
但 し 、

m ：全濃度 ．　 k ：吸光係数 、

R ： 長軸半 径、 r ：短 軸半径、　 A ：吸 光度
）

結 果 と 考 察

　縦断 パ ラ 7
イ ン 切片 に お け る 胚乳核の DNA の 全濃度をみる と、第 1表 の よ うに 明 らか に 中心部位 を

は さむ 両中間部位に お い て 最も高く、 そ の 他 の 部位 で は 低 い M 型 の 組 織内 パ タ ー ソ を示 し、 先に報 じた

核体積の それ と
一致 した。
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　い ま、胚の 核の DNA 含量が 2x で あ る とす る と、湖粉層 、 周辺 部位お よ び中心 部位 の 胚乳核 の 平均

的 な倍数性はそれ ぞ れ 2，5x と な る が 、 中間部位 の 核は他 の 部位 の もの に比 し て 大きく、 約 3．・4　x の 値

と な る 。

　さ らに 各部位別 に 測定 し た 各 40 核の DNA 含量 の 変異を調べ て み る と （第 1 図） 、 胚の核は 0・5 〜

1，0 を中心 に す るほ ぼ正 規分布に 近い 型 を示 す が 、湖粉層、 周辺部位 、中心部位 も同 じ値 に ピー
ク を も

っ もの の そ の 分布 曲線は 、 大 きな値に広が る傾 向を示 し た 。 それ らに 対 して 、 中間部位 は 1．0 〜 1．5 の

所に ピーク をもち、そ の 分布曲線 の す その は さ らに 高い 数値の 方 へ 広が っ た。 こ れ ら の 事実は
、 中間 部

位が他 の 部位 と異 る倍数性を有 し 、 か つ よ り高倍数性の 核 を多 く含ん だ、 変異性に豊ん だ細胞集団 よ り

な る こ と を示す もの と思 わ れ る 。

　また 、 品種は こ とな るが 、 胚乳全組織 の 塗ま っ 標本 に よ る核 の DNA 相対値 の ヒ ス ト グ ラ ム は （第 2

図） 、
2x 〜 5X の 核が胚乳に 多い こ とを示す とともに 、 48x な どき わ め て 大き な高倍数性 の もの も

存在す る こ とも示 し て い る 。 こ の よ うな高倍数性 の 核は 、

一
般 に そ の 体積 も大 きく、 第 1 表に示 した部

位別 の 核 の 長短 径 か ら推定 し て 、 胚乳 の 中間部位 に位置す る も の の よ うに思わ れ る。

　 しか し、 こ れ ら核 の 倍数性は 核分裂周期 の つ れ や切片で あ る ため測定核が全 て球体な い し橢円体 で な

い 可能性をもつ た もの の全濃度 に もとつ い て お り、 今後 さ らに 検討を加 える必要が あ ろ う。

本実験 。 結果。、、だ検討す。 き問題点、残 、て は 。 、。、われわれ 。 dik9’・ ・ 他 ・轟驫 わせ

考 え る と 、 異常 分裂 と DNA レ ベ ル の 変化 は 関 係が あ り、そ れ が細胞 の 合 成 ．蓄積機能に 差異 をもた ら

す原因 とな る 可能性を示 す もの で あろ う 。
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第 1 図　TQt　al　Absorba 皿ce か らみ た 各部位 に お け る 胚乳核お よ び胚の 核の 変異 （品種　愛知旭）
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第 1表 開花後 5 目目の 胚乳な ら び に 胚に おける

核 の 大きさ とTotal　 Absorbance
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第 2 図　開花 5 日 目の 胚乳核 の DNA 相対値 の ヒ ス ト グ ラ ム （品種　光弑 ）
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